
1998年出土の本簡
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構

１
　
所
在
地
　
　
　
岡
山
市
内
山
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一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年
度
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
１
五

月

。
一
一
月
―

一
九
九
七
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
岡
山
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
神
谷
正
義

。
高
橋
伸
二

・
河
田
健
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

（
一
四
世
紀
）
、　
三
ハ
世
紀
後
半
―
現
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

岡
山
城
城
下
町
は
、
元
亀
元
年

（
一
五
七
〇
）
に
宇
喜
多
直
家
が
石
山
城

（岡
山
城
の
前
身
）
に
入

っ
て

以
来
、
元
亀
元
年
１
慶
長
五
年

盆

六
〇
〇
）
の
宇
喜
多
期
、

慶
長
五
年
１
慶
長
七
年
の
小
早

川
期
、
慶
長
七
年
１
寛
永
九
年

（
三
全
三
）
の
前
期
池
田
期
、

棚

寛
永
九
年
１
明
治
二
年

（
一
人

剛

エハ
九
）
に
か
け
て
の
後
期
池
田

期
に
わ
た
っ
て
所
次
形
成
、
完

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

岡
山
城
二
の
九

（中
国
電
力
変
電
所
）
遺
構
は
、
岡
山
城
の
城
下
町
絵
図
に
よ

れ
ば
、
大
手
門
を
入
り
東
側
す
ぐ
の
戦
略
上
重
要
な
場
所
に
あ
た
り
、
上
級
家

臣
の
屋
敷
が
建
ち
並
ぶ

一
画
で
あ
っ
た
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
中
国
電
力
内
山
下
変
電
所
の
建
て
替
え
工
事
に
伴
い

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
面
積
は
二
四
四

一
♂
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
北

側
部
分
は
中
国
電
力
内
山
下
変
電
所
建
設
事
業
埋
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会
に
よ

っ
て

一
九
九
四
年
七
月
―
九
月
に
調
査
さ
れ
た

（Ｉ
次
調
査
）。
南
側
に
あ
た
る

一
一
六

一
ポ
に
つ
い
て
は
岡
山
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
、　
一
九
九
六
年
四
月

１
二
月
に
か
け
て
入
六
ポ
が
、
同
年

一
一
月
―
翌
年
三
月
に
か
け
て
残
り
の
一

〇
七
五
ド
の
調
査
が
行
な
わ
れ
た

（Ⅱ
次
調
査
）。

今
回
紹
介
す
る
三
点
の
木
簡
は
、　
一
九
九
六
年
度
の
Ⅱ
次
調
査
で
、
承
応
三

年

（
三
ハ
五
四
）
の
洪
水
砂
層
の
下
の
粗
砂
整
地
層
に
掘
ら
れ
た
二
つ
の
ゴ
ミ

穴

（二

〓
一下
Ｐ
二
八
）
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
面
で
他
に
、
礎

石
列
や
石
組
み
遺
構
な
ど
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ミ
穴
の
時
期
は
、
出
土
し

た
陶
磁
器
や
、
他
の
遺
構
と
の
関
係
か
ら
、　
一
七
世
紀
前
半
と
推
測
さ
れ
る
。

Ⅱ
次
調
査
の
調
査
区
内
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
人
物
は
、
宇
喜
多
期
お
よ
び

小
早
川
期
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
寛
永
九
年
以
前
の
前
期
池
田
期

の
居
住
者
は
、
池
田
忠
雄
期

（藩
主
在
位
一
六
一
五
年
１
三
全
〓
一年
）
に
作
成

さ
れ
た

「寛
永
絵
図
」
に
よ
れ
ば
、
「福
田
内
膳
」
の
名
が
見
ら
れ
、
ま
た
寛

永
九
年
以
降
の
後
期
池
田
期
に
つ
い
て
は
、
「慶
安
絵
図
」
に
よ
れ
ば

「池
田



伊
賀
守
」
の
屋
敷
地
の

一
部
に
な
っ
て
い
る
。
福
田
内
膳
に
つ
い
て
は
、
岡
山

で
の
役
職
は
よ
ぐ
わ
か
ら
な
い
が
、
国
替
え
先
の
鳥
取
で
の
役
職
は
、
三
五
〇

〇
石
取
り
の
呑
頭
で
あ
る
。
ま
た
池
田
伊
賀
守
は
三
二
〇
〇
〇
石
取
つ
の
家
老

職
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｐ
三
〓
一

ω
　
・
「角
行
」

Ｌ
龍
馬
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞斐
］凝
ｒ

ａ
岸

Ｐ
二
人

〔
〓
一ヵ
〕

②
　
。
「ヘ
ロ
弐
百
十
弐
石
□
斗
□
□

へ
十
五
石
□
斗
六
升
□
合
　
　
　
」

。
「
『十
エハ
畑
網
刊

畑

』一
合
七
勺

『□
□
□
□
□
□
□
』

署
八洗
叱

□
□
□
□
回
五
斗
人
升
弐
合
七
勺

〔弐
斗
力
〕

□
□
□
□

」　　　　　　　　　　Ｐ∞『〉〈
（『卜）〉〈ω　　Ｏ⇔］

０
　
　
「
＜
日
日
日
――
日
日
回
や
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰＰ反
５
×
］
寓
や

い
は
将
棋
の
駒
で
、
文
字
は
漆
に
よ
っ
て
盛
り
上
が
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。
②
は
曲
物
の
底
部
あ
る
い
は
蓋
と
思
わ
れ
、
ほ
ぼ
半
分
が
残
存
し
て
い
る

が
表
面
の
傷
や
擦
れ
に
よ
っ
て
、
文
字
が
消
え
て
判
読
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
。

裏
側
に
は
六
行
の
文
字
列
が
見
ら
れ
る
が
、　
一
行
目
と
二
行
目
、
三
行
目
と
四

行
目
は
文
字
が

一
部
重
な
っ
て
い
る
。
①
は
、
上
端
に
左
右
か
ら
切
れ
込
み
を

入
れ
て
お
り
、
形
態
か
ら
荷
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
同
形
の
も
の
が
Ｉ
次
調

査
で
も
出
上
し
て
い
る

（中
国
電
力
内
山
下
変
電
所
建
設
事
業
埋
蔵
文
化
財
調
査
委

員
会

『岡
山
城
二
の
丸
跡

（中
国
電
力
内
山
下
変
電
所
建
設
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
報

告
）』

一
九
九
八
年
　
本
誌
未
収
）。

な
お
、
住
人
の
比
定
に
つ
い
て
は
岡
山
市
教
育
委
員
会
乗
岡
実
氏
に
、
木
簡

の
釈
読
に
つ
い
て
は
京
都
橋
女
子
大
学
狩
野
久
氏
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
教
示
い
た

だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（河
田
健
司
）
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